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(1) 目的： 2011 年 3 月 11 日に発生した東北太平洋沖

地震(以下，東日本大震災)によって，首都圏では

交通インフラが大ダメージを受け， 515 万人という

大量の帰宅困難者が発生した.帰宅困難者とは一

般に帰宅距離が 20km を超える人のことを指す（中

央防災会議(2008)）.本研究では，首都圏（特に東

京大都市圏）における帰宅困難者の空間行動を明

らかにすることを目的としている. 

 

(2) 方法：本研究ではとくに，①主要ターミナル駅での

滞留者の発生，②徒歩帰宅者による渋滞の発生，

③帰宅困難者の一時受け入れ施設の分布の 3 点

に注目し，関係機関への聞き取り調査および，帰

宅困難者へのアンケート調査を実施した.その結果

次のことが分かった. 

①主要ターミナル駅での滞留者の発生 

帰宅困難の認識は概ね，発災から 3 時間以内であ

り，発災後数時間は鉄道の運行再開状況を求めて

多くの人が駅周辺に滞留した.会社の勤務終了時

間を過ぎると駅での滞留者数がピークを迎えた.主

に JR 線などで発災当日中の鉄道の運転再開が

厳しいという情報が入ってくると，多くの滞留者が駅

の最寄りの一時受け入れ施設に避難し、22 時頃に

は駅周辺の滞留は概ね解消した. 

②徒歩帰宅者による混雑 

鉄道網の復旧に時間がかかるということが分かると，

郊外の自宅まで歩いて帰ろうとする徒歩帰宅者が

増加した.会社の就業時間を過ぎた、18-19 時頃に

は都心部の歩道は徒歩帰宅者であふれ，一部で

は車道にまで達した.特に，千住新橋(足立区)や二

子橋(世田谷区・川崎市)，戸田橋(板橋区・戸田市)

などの都心部から郊外に出る橋では混雑が発生し

ていた.しかし，20 時を過ぎると混雑の中心は次第

に郊外へと移った. 

③帰宅困難者の一時受け入れ施設 

20 時過ぎから都施設，区施設，国有施設などが順

次帰宅困難者へ開放された.都心部での一時受け

入れ施設は，翌朝の運転再開を待つ駅滞留者が

主な利用者であった.こういった施設は発災翌日昼

までには利用者はいなくなり，閉鎖された.一方で，

郊外に開設された一時受け入れ施設では，駅滞留

者に加えて，徒歩帰宅者の休憩所としての利用も

多く見られた.また，千葉東部や茨城南部など郊外

の鉄道路線は復旧が遅れていたこともあり，帰宅で

きる目途が立たず発災翌々日まで利用者がいた一

時受け入れ施設も多くある.郊外に向かうほど一時

受け入れ施設の閉鎖が遅れる傾向にある. 

 

(3) 今後の研究予定：東京大学空間情報科学研究セ

ンターの提供する平成 20 年東京都市圏人の流れ

データセット及び平成 17 年国勢調査従業地・通学

地集計を用いて， 平常時の空間行動と，これまで

の調査結果から震災時の空間行動との違いをメッ

シュで分けし、明らかにする。また、その要因につ

いても明らかにする. 

 

(4) 参考文献：中央防災会議 (2008): 首都直下地震避

難対策等専門調査会報告. 内閣府中央防災会議首

都直下地震避難対策等専門調査会. 

 

 

図 1. 東日本大震災発生時の首都圏主要駅に 
おける滞留者数（警察庁発表をもとに作成） 

図 2. 東日本大震災発生時の都心部における帰宅

困難者一時受け入れ施設 


